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zmm』
持
田
園
江
戸
浮
世
絵
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
名
人
歌
麿

司

司

闘

陪

そ
の
絶
頂
期
の
逸
品
を
特
別
撮
影

2
2紹

介
'

ふ
友
絵
〉
そ
の
奇
跡
的
忽
完
成
度

H

女
絵
H

と
い
え
ば
歌
麿
ー
ー
雲
母
摺
の
導
入
、
美
人
大
首
絵
の
創
始
な
と

中

様
々
な
新
し
い
賦
み
か
ら
生
ま
れ
た
浮
世
絵
美
人
画
の
超
一
級
品
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
!

常
に
表
現
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
歌
麿
の
独
創
性
を
探
る

歌
麿
女
絵
の
決
め
手
【
文
】
下
村
良
之
介

浮
世
絵
こ
そ
線
に
よ
る
人
体
表
現
の
最
高
崎
だ
!

同

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歌
麿
成
功
史
【
文
】
稲
賀
繁
美

歌
麿
の
何
が
、
ゴ
ン
ク
l
ル
を
は

L
め

ぬ

ヨ
l
ロ
ス
ハ
の
文
化
人
を
興
奮
さ
せ
た
の
か

〈
博
物
図
譜
〉
光
忽
!
歌
麿
の
眼
さ
技

驚
異
的
な
観
察
眼
と
デ
ッ
サ
ン
カ
が
生
ん
だ
迫
真
の
描
写

線
で
描
く
浮
世
絵
の
常
践
を
く
つ
が
え
す
量
感
、
質
感
溢
れ
る
極
上
の
摺
り

女
絵
の
絶
頂
期
と
時
を
同
L
く
し
て
描
か
れ
た
、
狂
歌
絵
本
三
部
作
、

『画
本
虫
鍵
』『
潮
干
の
っ
と
』『
百
千
鳥
』
を
徹
底
解
剖

歌
麿
の
生
涯

流
行
画
家
の
最
前
線
に
あ
り
な
が
ら
、
筆
禍
に
あ
っ
て
刑
を
受
け
た
歌
麿
:
:
:

L

残
さ
れ
た
数
少
な
い
資
料
か
ら
、
謎
に
包
ま
れ
た
生
涯
を
た
と
る

25 

〈
枕

絵
〉
絶
頂

U
T
A
M
A
R
O

歌
麿
が
つ
い
に
到
達
し
た
枕
絵
の
真
髄
を
名
品
で
つ
づ
る

研
究
家
で
さ
え
め
っ
た
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

H

正
真
正
銘
秘
本
中
の
秘
本
H

の
傑
作
『歌
ま
く
ら
』
を
特
写
で
紹
介
!

艶
本
で
読
む
歌
麿
【
文
】
林
美
一

艶
本
か
ら
し
か
わ
か
ら
な
い
歌
麿
の
実
像

千

歌
麿
傑
作
艶
本
解
題
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刻
ん
だ
の
は
、
や
は
り
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
功

績
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
永
井

荷
風
の
紹
介
を
始
め
と
し
て
、
後
藤
末
雄
、
小
林
太
市
郎
ら

先
学
の
研
究
が
あ
り
、
最
近
で
は
ボ
ロ

1
ニ
ャ
大
学
の
ペ
テ

ル
ノ
ッ
リ
博
士
が
詳
細
な
研
究
を
公
表
さ
れ
て
い
る
(
『
ジ
ヤ

ポ
ネ
ズ
リ
1
研
究
学
会
報
』
第
六
号
、
一
九
八
六
な
ど
)
。
そ
れ
ら
を

参
照
し
つ
つ
、
以
下
簡
単
に
復
習
し
て
み
た
い
。

ヨ
ロ
ッ
。
ハ

歌
麿
成
功

同

繁

美

[フ
ラ
ン
ス
文
学
美
術
史
]

お
た
ま
ろ
v

登
場

段
取
り
と
し
て
、
ま
ず
歌
麿
と
い
う
名
前
が
浮
上
す
る
様

子
を
概
観
し
よ
う
。
歌
麿
の
作
品
と
お
ぽ
し
き
品
は
、
既
に

十
九
世
紀
初
頭
か
ら
西
欧
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
ヤ

ン
・
コ
ッ
ク

・
プ
ロ
ン
ホ
フ
(
一
七
七
九
1
一
八
五
三
)
は
一
八
一

七
年
か
ら
六
年
間
長
崎
出
島
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

だ
が
、
そ
の
家
族
の
遺
品
売
り
立
て
カ
タ
ロ
グ
(
一
九
O
七
)
に

「
E
E
-
m防
当
ω

。cg・5ω
吋

O
」
の
名
で
「
折
り
紙
を
す
る
子

供
と
い
る
若
い
女
性
、
子
供
と
三
味
線
を
鳴
ら
す
若
い
女
。

後
刷
り
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

存
在
す
る
他
の
画
家
が
、
英
山
、

英
泉
、
北
斎
、
岳
亭
、
豊
園
、
国

貞
お
よ
び
国
芳
、
と
い
ず
れ
も
十

九
世
紀
前
半
に
存
命
の
画
家
た
ち

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ペ
テ
ル
ノ
ッ

リ
博
士
は
、
歌
麿
と
い
う
の
も
二

代
目
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
疑

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
有

名
な
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物

館
の
シ
!
ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ

え
ほ
ん
む
し
え
ら
み

ン
に
も
歌
麿
の
『
画
本
虫
撰
』
が

存
在
す
る
し
、
早
く
も
一
八
六
一

年
に
こ
の
蒐
集
を
フ
ラ
ン
ス
の
ゴ

ン
ク
ー
ル
兄
弟
が
訪
れ
て
い
る
こ

と
が
、
そ
の
『日
記
』
(
九
月
十
四
日
)

か
ら
確
認
で
き
る
。

ゴ
ン
ク
1
ル
賞
と
い
え
ば
、
世
界
で
最
も
有
名
な
文
学
賞

の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
の
由
来
と
な
っ
た
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス

の
文
学
者
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
と
歌
麿
と
の
因
縁
に
も
ま
た

浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
実
際
、
北
斎
の
み
な
ら
ず
、
彼
と

な
ら
ぶ
浮
世
絵
師
と
し
て
、
歌
麿
の
名
を
西
欧
人
の
記
憶
に

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
歌
麿
と
い
う
特
定

の
芸
術
家
が
注
目
を
集
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
六

0
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
た
、
日
本
美
術
の
流
行
、

い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
な
か
で
、
も
っ
ぱ
ら
引
き
合
い

に
出
さ
れ
た
名
前
と
い
え
ば
、
や
は
り
北
斎
で
あ
り
、
歌
麿

の
存
在
に
西
欧
の
愛
好
家
た
ち
が
注
目
し
始
め
る
に
は
、
八

0
年
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、

す
で
に
一
八
七
一

1
七
二
年
に
日
本
旅
行
を
果
し
て
い
た
、

美
術
批
評
家
テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ュ
レ
(
一
八
三
八
1
一
九
二
七
)

で
あ
る
。

今
日
な
お
斯
界
の
権
威
と
目
さ
れ
る
有
力
な
美
術
雑
誌

で
カ
ゼ
ッ
ト

・
デ

・
ポ
ザ

l
ル
』
に
、
デ
ュ
レ
は
一
八
八
二

年
、
「
北
斎
、
日
本
の
挿
絵
本
と
印
刷
画
譜
」
と
題
す
る
論
文

を
発
表
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
よ
す
け

・
て
・
は
る
あ
き
ら
」

と
称
す
る
、
年
代
か
ら
し
て
春
信
ら
し
い
が
、
春
章
と
も
混

同
し
た
も
の
ら
し
い
画
家
と
と
も
に
「
お
た
ま
ろ
」
が
初
登

場
し
、
筆
者
は
そ
の
「
大
判
の
婦
人
の
す
ら
り
と
し
た
輪
郭

と
極
度
の
洗
練
」
を
称
賛
す
る
。
た
だ
し
、
題
目
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
筆
者
の
本
題
は
あ
く
ま
で
北
斎
に
あ
る
。

い
ま
だ
西
欧
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
絵
師
の
名
前
を
並

べ
た
て
て
、
自
ら
の
新
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
つ
い
で
に
、
か

れ
ら
を
先
駆
者
と
し
て
、
北
斎
に
至
る
浮
世
絵
の
前
史
に
位

置
付
け
、
歴
史
的
展
望
を
描
こ
う
と
の
野
心
も
明
ら
か
だ
。

デ
ュ
レ
い
わ
く
、
春
信
が
淡
色
の
赤
を
用
い
て
色
摺
り
木
版

に
先
鞭
を
付
け
た
。
つ
ぎ
に
歌
麿
は
、
構
図
ご
と
に
変
化
に

富
ん
だ
色
彩
を
多
数
導
入
し
、
「
こ
れ
以
降
、
多
色
摺
り
が
完

全
に
開
花
し
て
」
、
十
九
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
西
欧

が
そ
の
代
表
者
と
見
な
す
画
家
こ
そ
北
斎
な
の
で
あ
る
、
と
。

つ
ま
り
、
デ
ュ
レ
は
、
色
彩
の
鮮
度
と
多
様
さ
と
を
基
準
と

し
て
、
い
わ
ば
浮
世
絵
版
画
の
芸
術
的
展
開
を
編
年
的
に
跡

づ
け
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
。

デ
ュ
レ
の
合
理
主
義
的
・
実
証
主
義
的
解
釈
に
一
種
の
進

化
論
的
発
展
史
観
を
見
抜
く
の
は
、
た
や
す
い
。
は
た
し
て
、

デ
ュ
レ
は
同
じ
論
文
で
、
「
色
彩
に
関
し
て
言
え
ば
、
芸
術
が

発
展
す
る
に
従
い
、
十
九
世
紀
前
半
の
国
芳
、
二
世
豊
国
に

至
っ
て
、
最
も
輝
か
し
く
、
究
極
の
強
度
が
実
現
さ
れ
た
」
、

吋

d
q
d
-
3
Z
キ
d
3

vw『
曲
目

m

l

h

四
四
四
国
皿
れ
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散麿画r吉原膏楼年中行事』より「後朝きぬきぬの図J

コンクールは歌麿を愛し、その錦絵や絵本を通じて、江戸

吉原への幻想を膨らませていった。彼は言う一一青僚の遊
女は我々の国の淫売婦のような下等な淫売婦ではない一一

と
主
張
す
る
。
中
間
色
も
な
く
直
に
併
置
さ
れ
た
原
色
の
戯

れ
が
、
け
ば
け
ば
し
き
ゃ
不
調
和
に
陥
る
こ
と
な
く
譜
調
を

奏
で
る
さ
ま
に
、
デ
ュ
レ
は
浮
世
絵
最
後
の
達
成
を
見
る
。

色
彩
派
偏
愛
の
解
釈
と
い
う
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
ゴ
ン
ク
ー

ル
兄
弟
が
一
八
六
六
年
に
執
筆
し
た
、
画
家
を
主
人
公
と
す

る
小
説

『
マ
ネ
ッ
ト

・
サ
ロ
モ
ン
』
に
見
え
る
浮
世
絵
観
と

も
一
致
す
る
。
実
際
デ
ュ
レ
は
ゴ
ン
ク

l
ル
と
も
親
し
く
蒐

集
を
競
っ
た
、
日
本
狂
い
の
ひ
と
り
、
所
詮
は
同
じ
穴
の
格

な
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
末
期
浮
世
絵
好
み
は
、
今
日
で
も
西
欧
の
半
可

通
に
根
強
い
が
、
デ
ュ
レ
に
と
っ
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上

き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
デ

ュ
レ
は
モ
ネ
や
ピ
サ
ロ
な
ど
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
友
人
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
兄
貴
分
に
あ
た
る
、
晩
年
の
マ
ネ
を

も
巻
き
込
ん
で
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
は
、
当
時
、
世
間
の

噸
笑
に
も
め
げ
ず
、
原
色
を
併
置
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
陰

影

・
肉
付
け
を
追
放
す
る
試
み
に
没
頭
し
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
デ
ュ
レ
は
彼
ら
の
実
験
を
擁
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
印
象
派
の
影
響
源
で
あ
り
発

想
源
こ
そ
浮
世
絵
の
大
胆
な
原
色

の
使
用
に
あ
り
、
と
の
説
を
唱
え

て
い
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
デ
ユ

レ
御
本
人
だ
っ
た
の
だ
。
と
す
れ

ば
、
印
象
派
を
正
当
化
す
る
た
め

に
自
ら
担
ぎ
出
し
た
末
期
浮
世
絵

の
原
色
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
、

デ
ュ
レ
自
身
の
美
学
理
論
の
根
幹

を
な
す
戦
略
的
選
択
で
あ
っ
た
の

も
当
然
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
い

さ
さ
か
循
環
論
法
じ
み
た
原
色
浮

世
絵
賛
美
論
に
大
き
な
変
更
を
迫

る
事
態
が
、
奇
し
く
も
印
象
派
が

危
機
を
迎
え
る
八

0
年
代
に
、
発

生
す
る
。
そ
れ
は
、
林
忠
正
(
一
八

五
三
1
一九
O
六
)
の
登
場
に
象
徴

さ
れ
る
、
一
連
の
事
態
で
あ
る
。

歌
麿
が
脚
光
を
浴
び
た
理
由

一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
通
訳
と
し
て
派
遣
さ

れ
、
そ
の
後
美
術
商
若
井
兼
三
郎
の
起
立
工
商
会
社
の
パ
リ

支
庖
員
と
な
り
、
の
ち
独
立
し
て
一
九

O
五
年
ま
で
、
文
字

通
り
パ
リ
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
芸
術
狂
た
ち
の
知
恵

袋
と
な
っ
た
こ
の
傑
物
画
商
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
木
々
康

子
氏
の
『
林
忠
正
と
そ
の
時
代
』
に
詳
し
い
。
そ
の
林
は
先

に
言
及
し
た
『
ガ
ゼ
ッ
ト

・
デ

・
ポ
ザ
l
ル
』
誌
の
編
集
長
、

ル
イ

・
ゴ
ン
ス
(
一
八
四
六
1
一
九
二
こ
を
助
け
て
、
ま
ず
大

著

『日
本
美
術
』
(
一
八
八
三
)
出
版
の
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な

っ
た
。
た
し
か
に
、
こ
の
画
期
的
な
豪
華
本
で
は
ま
だ
十
九

世
紀
浮
世
絵
最
盛
期
説
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
歌
麿
は

浮
世
絵
の
極
致
に
も
四
傑
に
も
選
ば
れ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
女
性
の
姿
に
、
息
も
絶
え
絶
え
、
と
い
っ
た
様
子

の
な
ま
め
か
し
き
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
歌
麿
の
花
鳥
画
家
と

し
て
の
才
能
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
の
裏

、

乙
ヨ
ペ
は
-
3
z
i
V
3
3

に
も
林
の
存
在
が
見
え
隠
れ
す
る
が
や

3
、
実
際
こ
の
本
の

出
版
を
境
目
と
し
て
、

パ
リ
の
日
本
趣
味
は
、
新
た
な
局
面

を
迎
え
る
。
偶
然
に
浮
世
絵
が
発
見
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
「
北

斎
」
の
名
の
み
知
ら
れ
る
、
初
期
の
盲
目
的
愛
好
の
時
代
が

終
わ
り
、
こ
れ
以
降
、
浮
世
絵
史
の
系
統
的
再
発
掘
と
体
系

的
蒐
集
形
成
の
時
代
に
入
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
し
た
変
化
の
傍
証
と
し
て
、
二
つ
の
展
覧
会
を
比
較

し
よ
う
。
ゴ
ン
ス
は
こ
の

『日
本
美
術
』
出
版
を
機
会
に
、

一
八
八
三
年、

パ
リ
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ・

プ
テ
ィ
画
廊
で

「日

本
美
術
回
顧
展
」
を
組
織
し
た
が
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、

三
千
点
に
の
ぽ
る
出
品
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
青
銅

器
と
か
陶
磁
器
と
か
の
工
芸
作
品
が
多
く
を
占
め
、
浮
世
絵

の
部
に
歌
麿
の
名
は
ま
だ
見
え
な
い
。
こ
の
時
点
で
は
、
歌

麿
蒐
集
は
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
、

推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
七
年
後
の
九

O
年
に
は
、

パ
リ
美
術
学
校
で
大
規
模
な

『浮
世
絵
版
画
展
』
が
開
催
さ

れ
、
千
点
を
越
す
版
画
と
絵
本
が
時
代
順
、
画
家
ご
と
に
陳

列
さ
れ
る
。
歌
麿
は
、
版
画
八
十
四
点
、
絵
本
十
六
点
を
数

え
、
す
で
に
北
斎
に
次
ぐ
位
置
を
占
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト

・
デ

・
ボ
ザ

1
ル』

誌
に
は
、
そ
の
歌
麿
を
図
版
例
に
と
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
壷
絵
の
線
描
と
比
較
し
た
、
ポ
チ
エ
の
「
日
本
と
ギ
リ
シ

ア
」
と
題
す
る
論
文
が
見
え
る
。
浮
世
絵
に
現
れ
た
人
体
線

描
を
、
古
典
主
義
美
学
の
理
想
と
す
る
人
体
表
象
、
つ
ま
り

精
神
の
顕
現
と
し
て
の
形
態
に
類
比
す
る
こ
の
説
は
、
ゴ
ン

ス
以
来
の
常
套
句
的
賛
辞
を
踏
襲
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
こ
に
は
地
の
果
て
極
東
に
古
典
古
代
が
生
き
て
残
存
す
る
、

と
い
う
幻
想
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
う
し
た
東
洋
趣
味
(
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
)
特
有
の
幻
想
に
浸
さ
れ
た
当
時
の
日
本
趣
味
サ

ー
ク
ル
の
過
熱
ぶ
り
を
今
に
伝
え
る
、
こ
の
権
威
あ
る
学
術

的
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
普
遍
的

・
古
典
的
価
値
を
代
表
す
る

画
家
と
し
て
歌
麿
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
人
気
の
ほ
ど
も
偲
ば
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、

一
八
九
三
年

に
な
る
と
デ
ュ
ラ
ン
H

リ
ュ
エ
ル
画
廊
で
「
歌
麿
・広
重
」
展

が
催
さ
れ
、
モ
ネ
、
ロ
ダ
ン
と
連
れ
だ
っ
て
訪
れ
た
印
象
派

の
画
家
ピ
サ
ロ
が
そ
の
熱
狂
を
『
日
記
』
(
九
三
年
二
月
三
日
)
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に
綴
っ
て
い
る
。

さ
て
、
同
時
代
の
英
国
の
情
況
を
一
瞥
し
て
も
、
や
は
り

歌
麿
の
登
場
に
時
期
を
同
じ
う
す
る
変
動
が
認
め
ら
れ
る
。

一
八
八
五
年
発
行
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ

l
ズ
リ
!
の
豪
華
本
『
日

本
の
装
飾
美
術
』
は
、
工
芸
中
心
の
研
究
で
、
ま
だ
歌
麿
へ

の
言
及
は
な
い
。
一
方
、
日
本
滞
在
の
経
験
が
あ
り
、
既
に

は
や
く
も
一
八
七
九
年
に
『
日
本
ア
ジ
ア
協
会
紀
要
』
に
「
日

本
芸
術
の
歴
史
」
を
公
表
し
て
、
第
一
人
者
の
誇
り
も
高
か

っ
た
外
科
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
が
、
八
六
年
、

大
判
の
写
真
複
製
を
満
載
し
た
『
日
本
の
絵
画
芸
術
』
を
出

版
す
る
。
ゴ
ン
ス
へ
の
対
抗
意
識
も
あ
か
ら
さ
ま
に
剥
き
出

し
に
し
た
こ
の
本
で
、
初
め
て
歌
麿
に
触
れ
た
ア
ン
ダ
ー
ス

ン
は
、
『
百
千
鳥
』
の
空
押
し
に
賛
嘆
す
る
と
と
も
に
、
歌
窟

に
よ
っ
て
「
彩
色
の
美
は
完
壁
さ
の
限
界
に
達
し
、
人
物
の

姿
勢
も
自
然
で
打
ち
解
け
、
衣
の
線
は
優
美
さ
に
溢
れ
て
い

る
」
と
解
説
す
る
。
八
八
年
に
は
自
分
が
大
英
博
物
館
に
寄

贈
し
た
膨
大
な
日
本
と
中
国
の
絵
画
作
品
へ
の
学
術
的
カ
タ

ロ
グ
を
出
版
す
る
が
、
そ
こ
に
は
歌
麿
の
略
伝
が
付
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
歌
麿
評
価
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ユ
ス
テ
ィ

ス
・
プ
リ
ン
ク
マ
ン
が
八
九
年
に
出
版
す
る
『
日
本
の
芸
術

と
工
芸
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
実
証
的
諸
研
究

に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
き
、
や
が
て
一
九

O
七
年
に
は
ク
ル
ト

の
該
博
な
『
歌
麿
』
研
究
に
結
実
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
浮
世
絵
史
の
再
構
築
が
進
展
し
、
学
問
と
し
て

精
鰍
と
な
る
に
従
っ
て
、
好
事
家
の
目
標
も
移
っ
て
行
く
。

同
時
代
の
日
本
で
な
お
生
産
さ
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
末
期

浮
世
絵
に
飽
き
、
代
っ
て
、
そ
れ
ま
で
欧
米
の
市
場
に
は
出

回
ら
な
か
っ
た
時
代
も
の
の
珍
品
浮
世
絵
が
、
垂
誕
の
的
と

な
る
ロ
画
商
の
側
に
は
、
掘
り
出
し
物
の
分
か
る
顧
客
を
作

る
こ
と
で
同
時
に
値
段
を
吊
り
上
げ
る
口
実
を
設
け
、
完
壁

な
蒐
集
を
夢
見
る
愛
好
家
の
欲
に
つ
け
入
っ
て
、
新
た
な
需

要
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
算
段
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
点

で
も
、
プ
リ
ン
ク
マ
ン
と
同
じ
ハ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
骨
董
商

s
・
ピ
ン
グ
が
、
一
八
八
八
年
か
ら
三
年
間
に
渡
っ
て
仏

・

英

・
独
語
同
時
出
版
し
た
月
刊
誌
『
芸
術
の
日
本
』
は
意
味

深
長
で
あ
る
。
歌
麿
が
都
合
十
四
点
、
写
真
応
用
金
属
製
版

ジ
ロ
ッ
タ
!
ジ
ュ
を
駆
使
し
た
着
色
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
選
ば
れ
た
版
画
と
い
う
の
が
ま
る
で
玉
石
混
交

な
の
で
あ
る
。
林
忠
正
は
名
作
厳
選

・
顧
客
内
覧
の
販
売
法

に
徹
し
た
が
、
そ
れ
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
、
ピ
ン
グ
側
は

組
織
力
と
販
売
量
を
売
り
物
に
し
た
も
の
ら
し
い
。
ゴ
ン
ク

ー
ル
他
の
幾
つ
も
の
証
言
も
、
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。

作
家
守
コ
ン
ク
ー
ル
と
歌
麿

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
そ
ろ
そ
ろ
エ
ド
モ
ン
・ド
・

ゴ
ン
ク
!
ル
の
『
日
記
』
に
目
を
転
じ
、
そ
の
歌
麿
傾
倒
ぶ

り
を
、
林
忠
正
と
の
関
連
で
跡
づ
け
よ
う
。
弟
ジ
ュ
ー
ル
の

死
後
(
一
八
七
O
)
、
兄
エ
ド
モ
ン
の
日
記
に
林
の
名
前
が
初
登

場
す
る
の
は
一
八
八
三
年
一
月
二
十
五
日
。
エ
ド
モ
ン
が
既

に
八
五
年
に
は
『
高
名
美
人
見
立
忠
臣
蔵
』
を
収
め
た
画
譜

を
林
か
ら
百
七
十
五
フ
ラ
ン
で
購
入
し
た
こ
と
が
、
一
九
七

六
年
の
パ
リ
、
ユ
ゲ
ッ
ト

・
ペ
レ
ス
画
廊
の
画
期
的
な
歌
麿

展
へ
の
出
品
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ペ
テ
ル
ノ
ッ
リ
博
士

は
確
証
の
取
れ
る
最
初
の
歌
麿
購
入
期
日
と
し
て
挙
げ
て
お

ら
れ
る
。
『
日
記
』
一
八
八
八
年
五
月
二
十
五
日
に
な
る
と
、

か
つ
て
の
自
著
『
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
』
と
双
壁
を

成
す
よ
う
な
極
東
美
術
に
関
す
る
著
作
群
の
構
想
が
語
ら
れ
、

研
究
す
べ
き
対
象
と
し
て
、
北
斎
、
歌
麿
、
光
琳
、
笠
翁
、

岳
亭
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
十
八

世
紀
風
俗
を
綿
密
に
考
証
し
、
偏
執
的
な
関
心
を
寄
せ
て
そ

の
細
部
の
叙
述
に
腐
心
し
て
き
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
。
雅

な
る
宴
(
フ
ェ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ラ
ン
ト
)
の
画
家
ワ
ト
l
の
描
く
男

女
の
機
微
に
惹
か
れ
た
エ
ド
モ
ン
が
、
同
じ
十
八
世
紀
に
吉

原
の
女
た
ち
と
親
し
く
交
わ
っ
た
歌
麿
に
、
相
い
似
通
う
感

性
を
発
見
し
、
そ
の
同
時
代
的
類
似
に
親
し
み
を
抱
い
た
と

22 
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し
で
も
、
不
思
議
で
な
い
。

こ
う
し
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
「
鍾
愛
の
画
家
」
と
な
り
、
「
日
本

の
ワ
ト
l
」
と
称
さ
れ
た
風
俗
画
家
歌
麿
は
、
文
豪
の
東
洋

芸
術
家
列
伝
の
第
一
冊
目
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
傾
倒
ぶ
り
を

伝
え
る
逸
話
を
ひ
と
つ
だ
け
引
い
て
お
こ
う
。
い
わ
ゆ
る
歌

麿
伝
説
に
ま
つ
わ
る
一
節
で
あ
る
。
「
私
の
お
気
に
い
り
の
芸

術
家
、
歌
麿
が
描
く
す
ら
り
と
背
の
高
い
女
た
ち
、
『
(
青
楼
)

十
二
時
』
の
な
か
の
一
枚
、
蜘
妹
の
空
色
の
巣
を
織
っ
た
よ

う
な
薄
青
い
着
物
が
ず
れ
て
小
さ
な
肩
を
露
わ
に
し
、
胸
が

と
き
め
く
よ
う
に
や
せ
た
女
の
逸
楽
を
そ
そ
る
あ
の
優
雅
さ

に
、
私
は
う
っ
と
り
と
放
心
し
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
芸
術

家
は
女
性
の
肉
体
の
恋
人
だ
と
思
わ
れ
る
、
と
私
が
か
れ

(
林
)
に
言
う
と
、
歌
麿
は
消
耗
死
し
た
の
だ
と
、
か
れ
は
私

に
漏
ら
す
の
で
あ
る
」
(
八
八
年
五
月
十
三
日
、
近
藤
映
子
訳
)
。

『
日
記
』
に
見
え
る
こ
の
会
話
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
『
歌

麿
』
二
七
節
に
と
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
ゴ
ン
ク

ー
ル
の
色
好
み
を
裏
書
す
る
よ
う
に
、
『
日
記
』
に
は
、
デ
ユ

レ
の
家
で
師
宣
の
春
画
を
見
た
と
き
の
感
激
が
繊
細
な
筆
致

も
悩
ま
し
く
描
写
さ
れ
た
り
(
八
五
年
十
一
月
十
九
日
)
、
版
画
家

ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
、
彫
刻
家
ロ
ダ
ン
に
自
分
の
所
蔵
す
る
「
エ

ロ
チ
ッ
ク
」
を
見
せ
て
一
緒
に
鑑
賞
し
、
昼
食
の
さ
か
な
に

し
た
際
の
生
々
し
い
記
録
(
八
七
年
一
月
五
日
)
な
ど
が
散
見
す

る
。
『
歌
麿
』
本
文
と
比
べ
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
断
章
が
再

度
利
用
さ
れ
て
、
「
春
画
」
を
扱
っ
た
、
つ
ブ
く
二
八
節
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
如
実
に
分
か
る
ロ
ち
な
み
に
、
戦
前

の
日
本
で
は
、
検
閲
を
考
慮
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
荷
風
は
紙

面
の
都
合
と
や
ら
で
、
こ
の
箇
所
を
は
し
よ
り
、
ゴ
ン
ク
ー

ル
が
林
の
助
け
で
歌
麿
の
自
画
像
を
見
付
け
だ
し
た
条
り
に

触
れ
る
の
み
だ
し
、
野
口
米
次
郎
訳
『
歌
麿
』
は
、
こ
の
節

の
直
前
で
本
文
が
打
ち
切
ら
れ
、
問
題
の
箇
所
は
や
は
り
訳

出
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
八

0
年
代
は
、
い
わ
ば
浮
世
絵
蒐
集
の
英
雄
時
代
で

あ
っ
た
が
、
九
一
年
の
『
歌
麿
』
の
公
刊
を
ひ
と
つ
の
潮
時
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
趣
味
は
第
三
の
転
機
を
迎
え
る
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
両
端
に
あ
た
る
時
期
に
書
か
れ
た
象
徴

的
な
記
事
を
二
つ
比
べ
る
と
、
そ
の
聞
の
事
情
が
は
っ
き
り

す
る
。
ま
ず
八
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
『
日
記
』
に
は
「
狂

気
の
沙
汰
、
日
本
物
へ
の
止
み
が
た
い
渇
望
。
今
年
は
そ
の

た
め
に
三
千
フ
ラ
ン
浪
費
し
た
。
稼
い
だ
金
す
べ
て
だ
」
と

見
え
る
。
十
年
後
の
九
二
年
七
月
一
日
に
「
日
本
趣
味
人
夕

食
会
」
で
の
ピ
ン
グ
の
談
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
印
象
狂

(
つ
ま
り
浮
世
絵
狂
)
を
伝
え
て
ゴ
ン
ク
l
ル
は
嘆
く
。
ヤ
ン
キ
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ー
の
億
万
長
者
は
一
箱
分
の
浮
世
経
を
三
万
フ
ラ
ン
で
買
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
応
接
間
に
は
ゲ
イ
ン
ズ
ポ
ロ
と
並
ん
で
歌

麿
が
飾
つ
で
あ
る
そ
う
な
。
や
つ
ら
の
趣
味
に
な
っ
て
し
ま

え
ば
、
も
う
欧
州
で
は
何
も
手
に
入
る
ま
い
、
と
。

『歌
麿
』

を
そ
の
前
の
年
に
書
き
上
げ
た
作
家
そ
の
人
の
言
葉
だ
け
に
、

こ
の
間
の
浮
世
絵
高
騰
を
物
語
っ
て
余
り
あ
る
。

実
際
、
『
歌
麿
』
の
脚
注
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
五
年
ご
ろ
に

四
十
フ
ラ
ン
で
入
手
し
た
『
飽
と
り
』
が
、
九

O
年
の
フ
ィ

リ
ッ
プ

・
ピ
ュ
ル
テ
ィ

l
の
売
り
立
て
で
は
千
五
十
フ
ラ
ン

で
売
れ
、
九
一
年
十
月
二
十
日
の
ゴ
ン
ク
!
ル
宛
書
簡
で
、

林
も
、
歌
麿
の
値
段
が
日
本
で
も
一
一
一
倍
に
高
騰
し
た
こ
と
を

苦
り
切
っ
て
報
告
し
て
い
る
。
九
六
年
、
老
作
家
が
余
力
の

総
て
を
注
い
だ
『
北
斎
』
公
刊
の
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く

な
る
と
、
そ
の
愛
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
遺
志
に
よ
っ
て
競

売
に
付
さ
れ
‘
浮
世
絵
狂
騰
久

匠

配

拍
車
を
か
け
る
こ
と
，ノ

知
新
見
旬
、

こ
う
し
て
早
く
も
初
期
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
散
逸
の
時

代
が

堂

々

ゴ
ン
ク
l
ル
自
身
か
ら
贈
ら
れ
た
『
歌
麿
』

tzω
ゅ
・
」
』
、
ム
ワ
パ
り

υ.

へ
の
忙
状
に
古
参
の
同
僚
デ
ュ
レ
も
「
悲
嘆
」
を
込
め
て
書

く
通
り
、
「
伝
記
の
出
版
は
あ
ら
た
な
愛
好
家
の
一
群
を
形
成

し
て

:
:
:
我
ら
が
古
き
良
き
蒐
集
家
の
時
代
は
終
わ
り
を

告
げ
る
」
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

7
b
A
Y列

7r
円
三
¥
イ
院
W

J

桑原巨守彫刻展

5月14日(JJ)→ 6

lO:30A.M. -7 :OOP.M.! 11 旺 ・祭Ilf本廊

21::1出

三 1属
工し可

略

作ノ

ギャラリー・ユニバース
点以 ml l~l 央区銀時5 13 3 (歌舞伎)̂[Jfl師)

屯話(542)1311代主
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